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毎月11日は『人権を確かめあう日』です。



	

一　
般　
質　
問	

令
和
７
年
９
月
３
日
開
催

A
通
級
指
導
教
室
は
、
学
校
に
お

い
て
通
常
の
学
級
で
の
学
習
や

生
活
に
概
ね
参
加
で
き
、
一
部
、
特
別

な
支
援
を
必
要
と
す
る
児
童
生
徒
が
別

の
教
室
に
通
級
し
て
、
特
性
に
応
じ
た

指
導
を
受
け
る
特
別
支
援
教
育
の
ひ
と

つ
で
す
。
通
級
指
導
の
対
象
は
、弱
視
、

難
聴
、
言
語
障
が
い
、
自
閉
症
、
学
習

障
が
い
、
注
意
欠
陥
多
動
症
な
ど
の
特

性
が
あ
り
、
一
定
の
支
援
を
行
う
こ
と

で
通
常
の
学
校
生
活
で
の
適
応
が
可
能

と
な
る
児
童
生
徒
で
、
通
級
指
導
の
必

要
性
を
対
象
児
童
生
徒
の
行
動
観
察
な

ど
に
よ
り
実
態
把
握
し
、
保
護
者
の
同

意
を
得
て
、
校
内
委
員
会
で
検
討
し
、

教
育
委
員
会
が
決
定
し
ま
す
。

　
な
お
、
現
在
、
本
町
で
通
級
指
導
を

受
け
て
い
る
児
童
生
徒
は
、
放
課
後
に

平
群
町
内
の
学
校
に
通
級
し
て
お
り
ま

す
が
、
慣
れ
た
環
境
で
児
童
生
徒
の
実

情
に
応
じ
た
指
導
を
安
心
し
て
受
け
ら

れ
る
体
制
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
、
令

和
８
年
４
月
か
ら
町
内
小
学
校
に
お
け

る
通
級
指
導
教
室
の
開
設
に
向
け
て
準

備
し
て
い
ま
す
。

A
防
災
キ
ャ
ン
プ
は
、
避
難
生
活

を
疑
似
体
験
す
る
だ
け
で
な

く
、
ト
イ
レ
な
ど
の
「
不
便
さ
」
を
実

感
す
る
こ
と
で
、
真
に
必
要
な
備
え
が

見
え
て
く
る
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

ま
た
、近
隣
住
民
と
の
交
流
も
深
ま
り
、

地
域
防
災
力
の
向
上
に
も
つ
な
が
り
ま

す
。
本
町
で
は
、
災
害
発
生
時
に
避
難

所
を
迅
速
に
立
ち
上
げ
る
た
め
の
「
避

難
所
開
設
キ
ッ
ト
」
を
本
年
度
中
の
完

成
を
目
標
に
準
備
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

国
の
交
付
金
を
活
用
し
て
、
簡
易
ベ
ッ

ド
等
も
今
後
納
入
さ
れ
る
予
定
で
、
こ

れ
ら
の
備
品
を
活
用
し
、
来
年
度
以
降

に
避
難
所
を
開
設
す
る
訓
練
の
実
施
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
こ
の
訓
練
に
合
わ

せ
、
住
民
の
一
斉
避
難
訓
練
を
行
う
こ

と
も
視
野
に
、
防
災
キ
ャ
ン
プ
を
兼
ね

た
実
施
も
含
め
、
内
容
や
方
法
な
ど
に

つ
い
て
も
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
ま
た
、
本
年
度
に
納
車
さ
れ
る
大

型
ト
イ
レ
カ
ー
の
お
披
露
目
も
兼
ね
て

「
防
災
イ
ベ
ン
ト
」
の
実
施
も
予
定
し

て
お
り
、
自
主
防
災
会
の
研
修
に
つ
い

て
も
、
現
状
の
年
１
回
で
な
く
複
数
回

取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

発達障がい等がある児童生徒に対し、充実した特別支援教育
の体制づくりが必要ではと考える。
「通級指導教室」の仕組みについて、また、現在、三郷町に
ない「通級指導教室」を地域校に設置することはできないか。

・高年齢者の活躍を推進する取組みについて
・環境への取組みについてその他の質問

先日、自治会単位で主催された防災キャンプへの招待を受け参
加した際、防災委員の方々と防災について白熱した議論を交わ
した。三郷町自主防災ネットワークのメンバーから強い要望を
受け、町の防災計画を実践する一斉防災訓練の実施を！

・残骨灰の処分について
・町制 60周年の節目に不正を許さない三郷町宣言をその他の質問

髙田　好子

澤　美穂

支援を必要とする児童生徒への
サポートについて

Q

一斉防災訓練を兼ねた「防災
キャンプ」の実施を

Q
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各
議
員
の
質
問
を
動
画
で
視
聴
で
き
ま
す
。
氏
名
横
の
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

A
今
年
の
夏
も
大
変
暑
い
日
が
続

い
て
お
り
、
世
界
各
地
で
大
規

模
森
林
火
災
や
熱
波
、巨
大
台
風
な
ど
、

異
常
気
象
現
象
が
頻
発
し
て
い
ま
す
。

　
本
町
と
し
て
も
、
地
球
温
暖
化
対
策

は
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
こ
と
は
認
識
し

て
お
り
、
ご
提
案
の
透
水
性
舗
装
は
、

雨
水
を
舗
装
の
隙
間
か
ら
地
面
に
浸
透

さ
せ
、
地
中
還
元
、
貯
留
、
流
出
抑
制

や
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
現
象
の
抑
制
効

果
等
、
環
境
へ
の
配
慮
が
求
め
ら
れ
る

状
況
に
お
い
て
は
、
有
用
な
手
法
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
デ
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
は
、
一

般
の
舗
装
に
比
べ
耐
用
年
数
が
短
く
、

目
詰
ま
り
が
生
じ
や
す
い
こ
と
か
ら
特

殊
な
維
持
管
理
が
必
要
で
す
。
さ
ら
に

坂
道
で
は
、
雨
水
が
舗
装
下
の
土
壌
を

洗
堀
す
る
こ
と
で
、
陥
没
、
ひ
び
割
れ

の
原
因
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
が
、

透
水
性
舗
装
が
持
つ
有
益
な
環
境
効
果

に
注
目
し
、
技
術
的
な
課
題
等
を
検
討

し
、
道
路
整
備
に
お
い
て
町
民
の
安
全

確
保
や
継
続
可
能
な
道
路
環
境
観
点
か

ら
、
好
ま
し
い
選
択
肢
を
模
索
し
て
ま

い
り
ま
す
。

舗装体内に雨水を浸透させる透水性舗装は、地下水の涵
かん
養
よう

（※）、
排水設備への流出量軽減、気温上昇抑制や水撥ね防止、地下
水の枯渇防止等にも効果があることから、温暖化対策として
透水性舗装採用推進を！

※地下水の涵養…雨水などが土中に浸透し、地下水として蓄えられること

A
本
町
で
は
、
昨
年
よ
り
官
製
談

合
防
止
対
策
の
一
環
と
し
て
入

札
制
度
改
革
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま

す
。
そ
の
効
果
と
し
て
、
契
約
に
対
す

る
透
明
性
や
公
平
性
、
競
争
性
は
格
段

に
向
上
し
た
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
本
町
で
は
ダ
ン
ピ
ン
グ
対
策
と
し
て
、

一
般
競
争
入
札
を
対
象
に
最
低
落
札
価

格
の
設
定
を
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
指

名
競
争
入
札
で
は
入
札
に
参
加
す
る
業

者
を
町
が
指
名
す
る
こ
と
か
ら
、
不
適

格
な
業
者
を
入
札
か
ら
排
除
で
き
る
た

め
、
最
低
落
札
価
格
は
設
定
し
て
お
り

ま
せ
ん
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
議
員
ご
指
摘
の
通

り
、
除
草
や
剪
定
業
務
で
設
計
金
額
を

大
き
く
下
回
る
落
札
が
あ
る
の
は
事
実

で
あ
り
ま
す
。
直
接
ダ
ン
ピ
ン
グ
の
影

響
と
は
断
定
で
き
ま
せ
ん
が
、
手
直
し

指
示
が
必
要
な
業
務
も
起
こ
っ
て
お
り
、

そ
れ
に
よ
る
職
員
の
負
担
が
あ
る
の
も

事
実
で
す
。

　
こ
れ
ら
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
今
後
も

低
入
札
な
ど
が
続
く
よ
う
で
あ
れ
ば
対

応
を
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

入札業務において、昨年よりダンピングと思われる不当な低
価格での落札が相次いでいる。ダンピング防止については国
が注意喚起を行っている。ダンピングを防ぐため最低落札価
格の設定をしていただきたい。

透水性舗装採用の推進

木口屋　修三

Q

南田　善紀

ダンピング行為を防止するため、
全ての業務に最低落札価格の設定を

Q
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一　
般　
質　
問	

令
和
７
年
９
月
３
日
開
催

A
奈
良
県
で
は
、本
年
２
月
に「
教

職
員
の
た
め
の
性
に
関
す
る
指

導
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」
を
策
定
し
、「
包

括
的
性
教
育
」
に
あ
る
「
人
間
関
係
」、

「
健
康
と
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
の
た
め

の
ス
キ
ル
」、「
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
と

性
的
行
動
」
な
ど
８
つ
の
キ
ー
コ
ン
セ

プ
ト
に
対
応
す
る
内
容
が
盛
り
込
ま
れ

て
い
ま
す
。
本
町
で
も
本
ハ
ン
ド
ブ
ッ

ク
に
基
づ
き
、「
包
括
的
性
教
育
」
を

実
施
し
て
お
り
、
今
後
も
実
施
し
て
い

き
ま
す
。

　
ま
た
、
本
町
の
幼
稚
園
や
保
育
園
で

は
、
わ
か
り
や
す
い
絵
本
を
用
い
て
、

「
自
分
の
体
は
一
番
大
切
」
と
い
う
こ

と
を
し
っ
か
り
伝
え
て
い
ま
す
。
年
齢

や
発
達
段
階
に
応
じ
、「
命
の
大
切
さ
」

や
「
体
の
ち
が
い
」「
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト

パ
ー
ツ
」「
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ゾ
ー
ン
」

に
つ
い
て
学
ぶ
機
会
を
取
り
入
れ
、
プ

ラ
イ
ベ
ー
ト
パ
ー
ツ
は
「
見
せ
ち
ゃ
い

け
な
い
、
さ
わ
ら
せ
ち
ゃ
い
け
な
い
」

「
は
っ
き
り
ノ
ー
と
言
え
る
こ
と
」
を

し
っ
か
り
と
伝
え
、
自
己
防
衛
に
も
努

め
て
い
ま
す
。

A
本
年
７
月
よ
り
毎
週
火
曜
日
・

金
曜
日
に
開
所
す
る
、
公
設
フ

リ
ー
ス
ク
ー
ル
「
ふ
ら
っ
と
」
を
開
設

し
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
親
子
広
場
さ
ん
ご

う
」
に
運
営
を
委
託
し
て
い
ま
す
。
実

施
体
制
は
「
親
子
広
場
さ
ん
ご
う
」
の

ス
タ
ッ
フ
の
ほ
か
、
教
員
を
目
指
す
大

学
生
ス
タ
ッ
フ
や
教
員
免
許
を
持
つ
ス

タ
ッ
フ
及
び
作
業
療
法
士
と
な
っ
て
い

ま
す
。
大
学
生
ス
タ
ッ
フ
は
子
ど
も
た

ち
と
年
齢
も
近
く
、
大
変
好
評
で
す
。

利
用
に
は
登
録
が
必
要
で
、
現
在
13
名

の
登
録
が
あ
り
、
１
日
平
均
６
名
の
出

席
が
あ
り
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
が
「
ふ

ら
っ
と
」
に
来
た
日
は
、
そ
の
都
度
、

教
職
員
と
連
絡
を
と
る
ほ
か
、
毎
月
１

回
、
教
職
員
と
ス
タ
ッ
フ
で
情
報
共
有

す
る
機
会
を
設
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、

教
職
員
が
直
接
、
子
ど
も
た
ち
の
様
子

を
見
に
来
る
な
ど
、
学
校
及
び
教
職
員

と
も
密
に
連
携
を
図
っ
て
い
ま
す
。
な

お
、「
ふ
ら
っ
と
」
へ
の
登
校
は
、
所

属
校
で
の「
出
席
扱
い
」と
し
て
お
り
、

自
立
に
向
け
て
懸
命
に
努
力
す
る
子
ど

も
た
ち
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
繋
が
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

文科省は性暴力をなくすためとして「生命の安全教育」を進
めているが、性交に触れておらず不十分という声もある。世
界では、人権尊重を基盤に「包括的性教育」が広がっている。
三郷町の性教育の現状と今後の方針は。

・個別避難計画策定についてその他の質問

昨年 10月より、不登校児の居場所「ふらっと」が始まった。
今年７月から図書館の一室を利用して平日、開催されるよう
になったが、利用状況や運営、学校等との連携はどのように
しているのか。

・町長交際費についてその他の質問

神崎　静代

吉村　今日子

性教育の取組について

Q

校外フリースクール「ふらっと」
について

Q
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各
議
員
の
質
問
を
動
画
で
視
聴
で
き
ま
す
。
氏
名
横
の
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

A
現
状
、
空
き
家
の
把
握
は
、
管

理
不
全
な
ど
で
住
民
か
ら
苦
情

や
対
応
依
頼
が
あ
っ
た
場
合
に
、
職
員

が
現
地
調
査
を
行
っ
て
お
り
、
空
き
家

バ
ン
ク
登
録
が
あ
る
も
の
も
合
わ
せ
る

と
、
令
和
７
年
４
月
現
在
で
１
５
３
軒

の
空
き
家
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
危
険

な
特
定
空
き
家
を
発
生
さ
せ
な
い
た
め

の
取
り
組
み
と
し
て
、「
空
き
家
等
の

適
正
管
理
に
関
す
る
条
例
」に
基
づ
き
、

所
有
者
に
除
草
等
の
適
正
な
管
理
を
依

頼
し
、助
言
と
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ご
提
案
の
空
き
家
活
用
に
つ
い
て
で
す

が
、
空
き
家
を
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ス
ペ
ー
ス
や
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
、

シ
ェ
ア
オ
フ
ィ
ス
な
ど
、
新
た
な
用
途

と
し
て
活
用
す
れ
ば
地
域
活
性
化
に
繋

が
る
可
能
性
は
大
い
に
あ
り
ま
す
。
し

か
し
、
現
状
は
所
有
者
と
の
調
整
の
難

し
さ
や
財
政
面
、
運
営
主
体
の
確
保
に

課
題
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
ま
ず
は
、
現

状
の
空
き
家
対
策
を
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ

プ
し
な
が
ら
新
た
な
活
用
に
つ
い
て
も

他
の
市
町
村
の
事
例
等
も
参
考
に
し
、

研
究
し
て
い
き
ま
す
。

A
こ
の
地
域
は
周
辺
の
観
光
エ
リ

ア
を
結
ぶ
拠
点
と
し
て
、今
後
、

大
和
川
の
川
下
り
な
ど
を
通
じ
て
地
域

の
特
色
を
活
か
し
て
交
流
人
口
を
増
や

し
、
地
域
を
活
気
づ
け
る
契
機
に
な
る

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
住
民
の

皆
様
に
と
っ
て
も
、
地
域
の
活
性
化
に

よ
り
、
生
活
の
様
々
な
シ
ー
ン
に
お
け

る
選
択
肢
が
増
え
る
も
の
と
考
え
ま

す
。
な
お
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
応
と
し

て
は
、
翻
訳
ツ
ー
ル
も
活
用
し
、
外
国

語
が
で
き
る
ス
タ
ッ
フ
の
育
成
に
取
り

組
み
、ま
た
、手
荷
物
や
移
動
手
段
は
、

施
設
内
で
の
荷
物
一
時
預
か
り
サ
ー
ビ

ス
や
シ
ェ
ア
サ
イ
ク
ル
事
業
を
検
討
し

て
い
ま
す
。

　
Ｐ
Ｒ
に
つ
い
て
は
、
川
下
り
を
鉄
道

や
国
道
か
ら
見
え
る
よ
う
に
し
、
案
内

看
板
の
設
置
等
も
検
討
し
ま
す
。

　
な
お
、
大
和
川
の
水
質
は
、
過
去
10

年
間
で
水
質
改
善
河
川
全
国
１
位
に

な
っ
て
い
ま
す
。
オ
ー
プ
ン
時
期
は
令

和
８
年
５
月
頃
を
予
定
し
て
お
り
、
国

の
交
付
金
も
活
用
し
、
観
光
と
環
境
が

両
立
す
る
施
設
整
備
を
行
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

現状、三郷町内において発生する空き家の把握及び危険な
特定空き家を発生させない為の取り組みは？高齢化が進み単
身高齢者世帯が 1300 軒を超える今だからこそ、将来に向け
た新たな空き家対策が必要だと考えるが、町の考えは？

当施設（建設中）の地元住民へのメリット及び観光客への多
言語対応や荷物置場、駅からの送迎等はどう考えているか。
また、川下りを予定しているが、大和川の水質の安全性や川
の駅の PRの方法とオープン予定は ?

老朽空き家の現状と今後の
取り組みについて

川の駅「日本遺産ビジターセンター
亀の瀬東口駅」について

奥山　一臣

南　真紀

Q

Q
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一　
般　
質　
問	

令
和
７
年
９
月
３
日
開
催

A
厚
生
労
働
省
に
よ
り
ま
す
と
、

「
ひ
と
り
親
世
帯
の
貧
困
率
」

は
、
約
45
％
に
達
し
、
物
価
高
騰
の
あ

お
り
を
受
け
、
今
後
も
増
加
傾
向
に
あ

る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
子
育
て
世
帯
や
ひ

と
り
親
世
帯
を
対
象
に
食
事
の
提
供
や

居
場
所
づ
く
り
と
い
っ
た
取
り
組
み
が

全
国
的
に
広
が
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
本
町
に
お
い
て
も
、
社
会
福
祉
協
議

会
を
通
じ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
の

協
力
を
賜
り
、
令
和
５
年
度
よ
り
『
35

こ
ど
も
食
堂
』
を
ス
タ
ー
ト
し
、食
事・

食
品
の
提
供
や
居
場
所
づ
く
り
に
も
寄

与
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
ま
た
、
妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
に
わ

た
り
相
談
支
援
体
制
を
構
築
し
、
ア
ウ

ト
リ
ー
チ
に
よ
る
支
援
も
行
っ
て
お

り
、
特
に
生
活
困
窮
や
障
が
い
・
精
神

等
に
関
す
る
支
援
、
い
じ
め・不
登
校・

児
童
虐
待
な
ど
、
担
当
所
管
そ
れ
ぞ
れ

の
役
割
の
も
と
、
様
々
な
対
応
を
行
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
現
状
を
踏
ま

え
、
関
係
機
関
等
と
の
協
議
も
必
要
と

な
る
こ
と
か
ら
、
子
ど
も
宅
食
の
支
援

に
つ
い
て
は
、
少
し
お
時
間
を
頂
き
、

調
査
研
究
を
行
い
、
検
討
し
て
ま
い
り

ま
す
。

子ども宅食とは、困りごとを抱えている子育て中のご家庭に
食品などをお届けし、支援を行う事業である。つらい状況で
も声を上げられず孤立する家庭が増加している中、本町にお
いても支援が必要だと思うが、町の考えは。

9 

月

３
日　
第
３
回
定
例
会
本
会
議

５
日
・
８
日

　
　
　
予
算
・
決
算
特
別
委
員
会

９
日　
総
務
建
設
常
任
委
員
会

10
日　
文
教
厚
生
常
任
委
員
会

12
日　
全
員
協
議
会
・
本
会
議

18
日　
例
月
現
金
出
納
検
査

発　議
第９号

「ＯＴＣ類似医薬品保険
適用除外の中止を求める
意見書」
（修正後：「ＯＴＣ類似医薬品保
険適用除外の議論を慎重に進め
ることを求める意見書」）

　ＯＴＣ類似薬の保険適用除外は、自己判断で市販薬を
使用することなど、逆に健康を損ねることになりかねま
せん。
　また、子どもの医療費助成制度があったとしても、
ＯＴＣ医薬品を購入しなければならなくなることで、
せっかくの助成制度が無意味になります。
　さらに、難病で医療費助成の対象となっている患者の
場合、長期にわたりＯＴＣ類似薬の必要な患者もおり、
負担が大きくなります。
　このことから、すべての国民に必要な
医療が給付されるよう、「ＯＴＣ類似医
薬品保険適用除外の議論を慎重に進める
ことを求める意見書」を全会一致で可決
し、関係機関に提出しました。

10 

月

７
日　
北
葛
城
郡
・
生
駒
郡

　
　
　
町
議
会
議
員
合
同
研
修
会

８
日　
公
の
施
設
指
定
管
理
者
監
査

15
日　
生
駒
郡
町
議
会
議
長
会

16
日　
例
月
現
金
出
納
検
査

27
日　
奈
良
県
町
村
議
会
議
長
会

　
　
　
全
議
員
研
修
会

28
日
～
29
日

　
　
　
王
寺
周
辺
広
域
市
町
村
圏

　
　
　
議
長
会
視
察
研
修

子ども宅食の支援について

辰己　圭一

Q

意見書は
コチラ

三郷議会だより第264号
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令和６年度の主要な事業

木育推進型インクルーシブ拠点施設整
備事業として、木育をテーマとした交
流体験型ミュージアムや児童書を中心
としたライブラリーカフェ等を配置し
た「奈良おもちゃ美術館」を整備し、
令和７年３月にオープンしました。

浸水被害にたびたび見舞われてきた惣持
寺地区に 1 万 6500 立方メートルの地
下式調整池を令和４年度から６年度の３
か年事業で整備しました。

令和７年度の新広域ごみ処理施設稼
働に向け、令和５年度から６年度に
かけて、新たにごみ中継施設を整備
しました。

令和７年第３回（９月）定例会　３日～ 12日（10 日間）

令和６年度 令和６年度 歳入歳出決算歳入歳出決算

インクルーシブ拠点

災害に強いまちへ

美しいまちづくり

奈良おもちゃ美術館の整備

惣持寺地区調整池の整備

ごみ中継施設等の整備

三郷議会だより 第264号
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委
員
会
の
主
な
報
告

認
定
第
１
号

令
和
６
年
度
三
郷
町
一
般
会
計
、
特

別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ

い
て

�

（
賛
成
多
数
原
案
認
定
）

Q
た
め
池
の
防
災
対
策
と
し
て
設
置
さ

れ
て
い
る
、
大
池
・
亀
池
の
監
視
カ

メ
ラ
の
画
像
に
つ
い
て
、
一
般
の
人
で
も

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
で
見
る
こ
と
が
で
き

る
の
か
？

A
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
載
せ
て
お
り

ま
す
の
で
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
で

ど
な
た
で
も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

報
告
第
７
号

三
郷
町
教
育
委
員
会
の
権
限
に
属
す

る
事
務
の
管
理
及
び
執
行
の
状
況
の

点
検
及
び
評
価
の
結
果
に
つ
い
て

Q
「
保
幼
小
架
け
橋
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に

つ
い
て
。

A
幼
児
教
育
と
小
学
校
教
育
の
接
続
に

つ
い
て
文
部
科
学
省
が
推
進
し
て
い

る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。
５
歳
児
か
ら
小
学

校
１
年
生
ま
で
の
２
年
間
を
「
架
け
橋
」

の
期
間
と
し
て
、
保
幼
小
で
連
携
及
び
情

報
共
有
し
な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち
を
見

守
っ
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で

す
。

　
本
町
で
は
職
員
間
の
担
当
者
会
議
を
行

委
員
会
の
主
な
報
告

予
算
・
決
算
特
別
委
員
会

　
開
会
日　
９
月
５
日（
金
）・
８
日（
月
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
午
前
９
時
30
分
～

総
務
建
設
常
任
委
員
会

　
開
会
日　
９
月
９
日（
火
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
午
前
９
時
30
分
～

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

　
開
会
日　
９
月
10
日（
水
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
午
前
９
時
30
分
～

同
意
第
３
号

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の

選
任
に
つ
き
同
意
を
求
め
る
こ
と
に

つ
い
て

�

（
全
会
一
致
原
案
同
意
）

氏
名　
太
田　
洋
士　
氏

同
意
第
４
号

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
き
同

意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

�

（
全
会
一
致
原
案
同
意
）

氏
名　
秋
田　
知
美　
氏

い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
現
場
の
状
況
を
確
認
し

な
が
ら
２
年
間
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
作
っ

て
い
き
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

Q
町
か
ら
全
町
民
に
交
付
し
た
バ
ニ
ラ

カ
ー
ド
が
「
使
い
に
く
い
」
と
い
う

声
が
多
か
っ
た
。「
バ
ニ
ラ
ギ
フ
ト
Ｖ
Ｉ

Ｓ
Ａ
カ
ー
ド
」
を
選
定
し
た
経
緯
は
。

A
物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援
地
方
創
生

臨
時
交
付
金
を
活
用
し
て
、
６
月
か

ら
７
月
に
か
け
て
、
全
町
民
の
方
に
当
該

ギ
フ
ト
カ
ー
ド
を
配
布
し
ま
し
た
。
過
去

に
実
施
し
た
水
道
基
本
料
金
の
減
免
を
検

討
し
ま
し
た
が
、
水
道
事
業
が
広
域
化
さ

れ
た
た
め
、
町
単
独
で
は
実
施
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。
ま
た
、
以
前
に
配
布
し
た
地

域
振
興
券
は
、
多
額
の
事
務
経
費
が
か
か

り
、
住
民
の
皆
様
に
お
渡
し
で
き
る
額
が

相
当
減
額
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
、
ま
た
、

今
回
、
使
用
期
限
を
設
け
る
よ
う
に
国
か

ら
条
件
が
付
さ
れ
て
い
た
こ
と
な
ど
の
理

由
か
ら
、
県
内
で
も
採
用
実
績
の
あ
っ
た

バ
ニ
ラ
カ
ー
ド
を
選
定
し
た
も
の
で
す
。

な
お
、
利
用
す
る
店
舗
等
に
よ
っ
て
は
現

金
併
用
が
で
き
ず
使
い
に
く
い
と
い
っ
た

お
声
も
届
い
て
お
り
ま
す
が
、
３
０
０
０

円
以
内
な
ら
何
度
で
も
使
用
で
き
る
と
い

う
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
物
価
高
騰
対

策
の
一
助
に
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
考
え

て
い
ま
す
。

※�

当
該
ギ
フ
ト
カ
ー
ド
の
公
式
サ
イ
ト
で

「
残
高
を
使
い
切
る
方
法
」
も
紹
介
さ
れ

て
い
ま
す
の
で
、
下
記

の
二
次
元
コ
ー
ド
も
ご

参
照
く
だ
さ
い
。

Q
町
内
で
大
き
な
倒
木
が
続
い
て
い
る

が
、
町
の
管
理
方
法
や
所
有
者
へ
の

周
知
は
ど
う
し
て
い
る
か
。

　
ま
た
、
先
日
の
倒
木
に
よ
る
停
電
に
つ

い
て
、
今
後
こ
う
い
っ
た
停
電
が
あ
っ
た

場
合
、
自
治
会
館
や
エ
ア
コ
ン
の
あ
る
場

所
へ
の
避
難
誘
導
な
ど
は
で
き
な
い
か
。

A
危
険
木
に
つ
い
て
は
、
通
報
が
あ
れ

ば
所
有
者
に
文
書
通
知
し
て
い
ま
す

が
、
所
有
者
に
よ
る
迅
速
な
対
応
が
困
難

な
場
合
な
ど
に
つ
い
て
は
、
他
市
町
村
の

取
り
組
み
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
状
況
に

応
じ
た
対
応
を
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
先
日
の
停
電
に
つ
い
て
は
、
勢

野
東
６
丁
目
で
の
倒
木
に
よ
り
、
電
線
が

切
断
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
、
関
西

電
力
に
現
場
復
旧
の
要
請
を
し
ま
し
た
が
、

現
場
周
辺
の
数
軒
に
つ
い
て
は
、
復
旧
が

遅
れ
、
７
時
30
分
頃
か
ら
20
時
頃
ま
で
停

電
し
た
た
め
、
夏
場
の
暑
い
時
期
で
あ
っ

た
こ
と
か
ら
、
町
が
開
設
し
て
い
る
ク
ー

リ
ン
グ
シ
ェ
ル
タ
ー
に
避
難
誘
導
し
ま
し

た
。
今
後
も
万
が
一
の
事
態
に
備
え
、
適

切
な
対
応
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

三郷議会だより第264号
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三郷町議会基本条例の制定について発議第10号
～町民の信託にこたえられる
　　　　　　　　議会をめざして
「三郷町議会基本条例」「三郷町議会基本条例」を制定～
　三郷町議会は、今定例会において「三郷町議
会基本条例」を全会一致で可決し、１０月１日
に施行することになりました。
　全議員で２年以上の時間を費やし協議を重
ね、議会としてあるべき姿を条例としてまとめ
ました。町民の皆様にもご理解いただくため、
その内容をご紹介します。

●�町民にわかりやすく、開かれた議会をめ
ざします。

●町民全体の福祉の向上のために活動します。

●政治倫理やコンプライアンスを遵守します。

●�議員相互の自由討議を尽くして、合意形
成に努めます。

●�議会活動の情報を公開し、説明責任を果
たします。

●�町民の皆様に関心を持っていただき、議
会活動を広く知っていただくための広報
に努めます。

●�災害発生時、災害対策に貢献するため、
議会としての災害対策体制を構築します。

条例の７つのポイント

　議会基本条例とは？　
　「議会基本条例ってなに？」「自分たちにどう関係
があるの？」という疑問を多くの町民の皆様がお持
ちなのではないでしょうか。
　町議会は、町長が適切に町政運営を行っているか
をチェックし、予算や条例などを適正及び公正さに
ついて審査し、判断した上で、決定します。また、
町民の皆様の願いを少しでも多く実現するため、必
要に応じて町長に対して政策の提言を行い、また、
国や関係機関などに意見書を提出します。
　三郷町議会は、議会の機能を発揮するため、これ
まで議会運営のあらゆる分野で、町民に開かれた議
会、議員間の自由な討議など、様々な活動を行って
きました。この議会基本条例は、これまで積み上げ
てきた議会運営の基本的な考え方やルールを整理
し、理念条例として策定したものです。
　また、三郷町議会が町政のさらなる発展に寄与す
るため、本条例を議会の最高規範として、議会運営
のあり方、そして議会及び議員の活動
原則や町政への町民参加を推進するこ
とを明文化したものです。
　ぜひ、ご一読ください。

三郷町議会基本条例（前文のみ抜粋）
　地方分権の進展により、地方自治体の果たす役割がますます重要となる状況下で、地域が抱える様々
な課題解決と町民の福祉向上に向け、二元代表制の一翼である議会に課せられた役割と責務も重要性を
増しており、町民の意思を的確に反映し、地域の課題を主体的に議論し、政策立案や行政評価を通じて、
これまで以上に町民の信託に応える責務が求められている。
　三郷町議会は、様々な観点から町政発展のために取り組んできたが、これまで積み上げてきた実績を
糧に、時代の流れに即した議会の機能を更に発揮し、町民と協働で考えるまちづくりの推進と公正で開
かれた議会を構築するためには、議会及び議員がその使命と役割を自覚し、積極的な情報発信と説明責
任を果たすべく不断の議会改革を進め、行動の規範となるべき原則を明確にする必要がある。
　よって三郷町議会は、議会及び議員の活動及び議会運営に関する基本的な事項をここに定め、より一
層、町民の信託にこたえられる議会をめざし、この条例を制定する。

三郷議会だより 第264号
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審　議　結　果
〇：賛成　　●：反対

　※原則、議長は可否同数の場合のみ採決に加わります。

※発議は、議員提案の議案です。

令和７年第３回（９月）定例会（令和７年９月３日～ 12日）　

議　　案 審議結果 神
崎
吉
村
南
田 南 髙

田
奥
山 澤 辰

己

木
口
屋

伊
藤

固定資産評価審査委員会委員の選任につき同意を求めることについて 原案同意 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議
長

教育委員会委員の任命につき同意を求めることについて 原案同意 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

令和７年度三郷町一般会計補正予算（第３号）の専決処分について 原案承認 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

令和６年度三郷町一般会計、特別会計歳入歳出決算の認定について 原案認定 ● ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

令和６年度三郷町下水道事業会計決算の認定について 原案認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

令和６年度三郷町水道事業会計決算の認定について 原案認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

令和６年度奈良県住宅新築資金等貸付金回収管理組合市町村特別会計
（三郷町）歳入歳出決算認定について 原案認定 ● ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

令和７年度三郷町一般会計補正予算（第４号） 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

令和７年度三郷町し尿浄化槽管理特別会計補正予算（第１号） 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

令和７年度三郷町国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

令和７年度三郷町介護保険特別会計補正予算（第１号） 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

令和７年度三郷町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

令和６年度三郷町下水道事業会計未処分利益剰余金の処分について 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

三郷町職員の旅費に関する条例の一部改正について 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

三郷町火入れに関する条例の一部改正について 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

令和７年度三郷町浸水対策下水道雨水管築造工事（勢野東２工区）請負
契約の締結について 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

財産の取得について 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

令和６年度三郷町の財政の健全化判断比率について 報告受理 ― ― ― ― ― ― ― ― ―

令和６年度三郷町下水道事業会計に係る資金不足比率について 報告受理 ― ― ― ― ― ― ― ― ―

令和６年度三郷町水道事業会計に係る資金不足比率について 報告受理 ― ― ― ― ― ― ― ― ―

三郷町教育委員会の権限に属する事務の管理及び執行の状況の点検及び
評価の結果について 報告受理 ― ― ― ― ― ― ― ― ―

公益財団法人三郷町文化振興財団の経営状況について 報告受理 ― ― ― ― ― ― ― ― ―

令和６年度ふるさと寄附金について 報告受理 ― ― ― ― ― ― ― ― ―

寄附の受け入れについて 報告受理 ― ― ― ― ― ― ― ― ―

【発議】「OTC類似医薬品保険適用除外の中止を求める意見書」
（修正後：「OTC類似医薬品保険適用除外の議論を慎重に進めることを
求める意見書」）

修正可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

【発議】三郷町議会基本条例の制定について 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
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